
2020 年には、小学校 5・6年生で『外国語（英語）』が『教科』となり、

小学校 3・4年生で『外国語活動』が『必修』となります。今、子どもた

ちを取り巻く英語教育は大きな変化を迎えています。今月は、深谷市で進

めている英語教育と新しい取り組みについて特集します。

深
谷
市
の
早
期
英
語
教
育

　

深
谷
市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
平
成

21
年
度
か
ら
小
学
校
３
年
生
以
上
を
対
象

に
、
早
期
英
語
教
育
と
し
て
『
外
国
語
活

動
』
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
23
年
度
に
は
、
全
国
の
小
学
校
５
年

生
以
上
で
必
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
「H

ow
 is the w

eather now
?

」

（
今
の
天
気
は
ど
う
で
す
か
？
）
と
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
が
尋
ね
る

と
、「It's sunny!

」（
晴
れ
で
す
。）

と
児
童
が
答
え
る
よ
う
な
、
英
会
話
が

市
内
の
小
学
校
で
も
普
通
の
光
景
と
な

っ
て
い
ま
す
。

５・６
年
生
で
正
式
な
『
教
科
』
に

　

そ
し
て
、２
０
２
０
年
度
か
ら
は『
英

語
』
の
教
育
に
関
し
て
、
さ
ら
に
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。

　

小
学
校
５
・６
年
生
で
は
外
国
語（
英

語
）に
つ
い
て『
読
む
・
書
く
・
聞
く
・

話
す
』
を
学
ぶ
、
正
式
な
『
教
科
』
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
３
・
４
年

生
で
は
外
国
語
活
動
が
『
必
修
』
と
な

り
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
全
て
英
語
で
授
業
を
行

う
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

世
界
が
広
が
る
き
っ
か
け
に

　

英
語
教
育
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す

る
中
、
深
谷
市
の
『
外
国
語
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
小
・

中
学
校
の
先
生
を
手
助
け
し
て
い
き
ま

す
。

　

深
谷
で
の
早
期
英
語
教
育
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
は
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
学
校
に
来
た
だ
け
で
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
子
ど
も
た
ち
か

ら
声
を
か
け
る
な
ど
『
英
語
』
が
学
校

に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

英
語
を
学
び
、
わ
か
る
よ
う
に
な
る

と
子
ど
も
た
ち
の
知
識
や
興
味
を
持
つ

世
界
も
広
が
っ
て
き
ま
す
。こ
の
た
め
、

小
学
生
か
ら
英
語
に
親
し
み
を
持
て
る

よ
う
、
普
段
の
授
業
で
も
生
活
に
密
着

し
た
表
現
を
用
い
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
生
か
し
た
授
業
と
な
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き
ま
す
。

知ってる？
深谷の英語教育

授
業
で
の
英
語
教
育

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
の
７
年
間
の
一
貫
し
た

切
れ
目
の
な
い
英
語
教
育
で
、
子
ど
も

た
ち
の
学
ぶ
意
欲
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、『
小

学
校
外
国
語
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
を

配
置
し
、
こ
れ
を
活
用
し
た
小
・
中
学

校
の
先
生
へ
の
指
導
を
行
い
、
英
語
を

『
教
え
る
側
』
で
あ
る
先
生
の
指
導
体

制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
は
、
地
域
人

材
（
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
授
業
の
補

助
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

『
英
語
』
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義

　

市
で
は
、『
立り

っ

志し

と
忠ち

ゅ
う

恕じ
ょ

の
深
谷
教

育
〜
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
夢
を
も
ち
志

高
く
生
き
る
〜
』
を
基
本
理
念
と
し
て

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
国
際
化
が

進
む
中
で
、『
英
語
』
の
重
要
性
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

深
谷
で
『
英
語
』
を
学
ん
だ
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
の『
夢
』の
可
能
性
を
広
げ
、

そ
の
『
夢
』
が
か
な
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

深
谷
独
自
の
支
援
策
！
英
語
を
学
ぶ
意
欲
が
向
上
！

深谷市外国語アドバイザー
小
こ

林
ばやし

富
とみ

治
じ

さん（写真左）、篠
しの

崎
ざき

正
まさ

明
あき

さん

『
英
検
』検
定
料
を
市
が
全
額
補
助
！

　

平
成
29
年
度
の
市
内
の
中
学
校
３
年

生
の『
英
語
検
定
３
級
』の
取
得
率
は
、

22
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
昨
年
度

ま
で
は
、希
望
者
が
受
験
を
し
て
お
り
、

取
得
率
は
20
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

国
の『
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
』

で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め

に
、『
中
学
校
卒
業
段
階
で
英
検
３
級

以
上
を
取
得
し
た
中
学
生
の
割
合
を
50

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
』
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、
多
く

の
生
徒
が
『
英
語
検
定
３
級
』
に
合
格

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
中
学
校
３
年
生
が
英

語
検
定
を
受
け
る
際
の
検
定
料
を
１
回

分
、
市
が
全
額
補
助
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
人
材
を
活
用
し
、
公

民
館
で
２
次
試
験
対
策
講
座
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
で
は
学
ぼ
う
と
す

る
子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り
成
長
で
き
る

よ
う
、
学
習
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

他にはこんな取り組みも！

英語王国
　ALTの母国料理をつくる『料理体験』や、
『レクリエーション』など1日『英語漬け』
になり、さまざまな体験活動を通して英語を
学びます。

▲ALTと料理をする子どもたち

こころざし深谷国際塾
　J

ジ ャ イ カ

ICA（国際協力機構）で青年海外協力隊
参加者からの講話を聞き、実際に桶を使った
水くみをするなどの体験を通して、世界中の
できごとを学びます。その後、体験を通して
感じたことを、自分の英語で発表します。

▲『JICA地球ひろば』で講話を聞く様子

Ｅ
Ａ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

　

小
学
校
の
外
国
語
の
授
業
は
外
国
人

講
師
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

と
担
任
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
地
域
の
英
語
が
堪
能
な
人

材
に
よ
る
さ
ら
な
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
担
任
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
そ
し
て
新
た
に
『
Ｅ
Ａ
Ｔ
』
を

活
用
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｅ
Ａ
Ｔ
と
は
、
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
『
英

語
指
導
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
』
の
こ
と

で
、
担
任
と
協
力
し
、
授
業
の
補
助
を
す
る
日
本

人
の
講
師
で
す
。
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 億円
 200 190 180 170  100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0

                億円
 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100  190 200 210 220

市 税
市民の皆さ
んが納めた
市民税や固
定資産税な
ど

民 生 費
乳児や高齢
者、体の弱い
かたなどの
福祉のため
の経費

国庫支出金
特定の事業を
行うために国
から交付され
た補助金や負
担金など

分担金及び負担金
特定の事業
の受益者な
どから受け
取るお金

地方消費税交付金
消費税のう
ち、地方分の
交付金

そ の 他
使用料・手数
料など

そ の 他
商工費など

歳入 歳出一 般 会 計

212億   184万円

76億1,327万円

69億6,570万円

57億1,651万円

30億2,942万円

27億8,847万円

21億2,023万円

8億4,818万円

8億5,298万円

212億   184万円

76億1,327万円

69億6,570万円

57億1,651万円

30億2,942万円

27億8,847万円

21億2,023万円

8億4,818万円

8億5,298万円

194億8,848万円

70億8,401万円

51億1,596万円

40億5,515万円

25億5,177万円

26億6,497万円

20億   879万円

7億7,391万円

7億3,378万円

194億8,848万円

70億8,401万円

51億1,596万円

40億5,515万円

25億5,177万円

26億6,497万円

20億   879万円

7億7,391万円

7億3,378万円

（91.9%）

（93.0%）

（73.4%）

（70.9%）

（84.2%）

（95.6%）

（94.7%）

（91.2%）

（86.0%）
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（93.0%）

（73.4%）

（70.9%）

（84.2%）

（95.6%）

（94.7%）

（91.2%）

（86.0%）

188億7,230万円

78億   246万円

67億円

42億7,064万円

38億2,890万円

32億6,433万円

18億9,600万円

12億7,369万円

32億2,826万円
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32億6,433万円

18億9,600万円

12億7,369万円

32億2,826万円

182億9,587万円

60億3,471万円

68億   328万円

42億7,064万円

2億1,770万円

18億1,751万円

22億5,664万円

11億6,131万円

26億5,933万円

182億9,587万円

60億3,471万円

68億   328万円

42億7,064万円

2億1,770万円

18億1,751万円

22億5,664万円

11億6,131万円

26億5,933万円

（96.9%）

（77.3%）

（101.5%）

（100.0%）

（5.7%）

（55.7%）

（119.0%）

（91.2%）

（82.4%）

地方交付税
行政サービス
を維持するた
め、国から交
付されるお金

市 債

公 債 費
借入金の返
済金

建設事業など
のために、市
が借り入れた
お金

県支出金
特定の事業を
行うために県
から交付され
た補助金や負
担金など

総 務 費
市役所の全
般的な仕事
の経費

土 木 費
道路や下水
道、公園など
の経費

衛 生 費
ごみやし尿
の処理など
の経費

消 防 費
消防や救急
の経費

農林水産業費
農業などの
振興に要す
る経費

繰 越 金
前年度の会
計から繰り
越されたお
金

教 育 費
小・中学校や
公民館など
の経費

深谷市の財政状況
平成29年度（平成30年3月31日現在）の市の財政状況をお知らせします

　予算額に対して、収入済額と支出済額のそれぞれ
に差がありますが、これは出納整理期間の収入・支出
が加算されていないためです。決算の数値は、出納整
理期間終了後の数値になります。
（注） 出納整理期間…年度内に終了した取引につい

て、4月1日～5月31日までに現金を収入・支出し
た場合は、年度内に収入・支出したものとして出
納を処理することができます。この期間を出納整
理期間といいます。

※数値は表示金額未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。
※予算額は、平成28年度の繰越分を含みます。

歳入予算額･･ 511億3,658万円 
収 入 済 額 ･･ 435億1,698万円
執　行　率･･ 85.1%

〈表の見方〉

予 算 額

収入済額（執行率）

歳出予算額･･ 511億3,658万円
支 出 済 額 ･･ 444億7,683万円
執　行　率･･ 87.0%

〈表の見方〉

予 算 額

支出済額（執行率）

　市が保有する公有財産のうち、土地は3,206,590㎡、建
物は390,798㎡です。庁舎、学校、公園などの行政財産
と、それ以外の普通財産とに分かれます。

市 有 財 産

　平成29年度の市政においては、子どもの健やかな成
長と保護者の経済的負担の軽減を図るため、こども医
療費無料化の対象年齢の拡大、幼稚園での3歳児の受
け入れや長時間預かりなどを実施する『ふかやこども
園』の実践など、市民ニーズに応えるようサービスの
向上に努めてまいりました。
　本市の財政状況は、歳入においては、合併市町村に
おける地方交付税の優遇措置の段階的な縮減などによ
り、自主財源の確保が喫緊の課題となっております。
また歳出においては、福祉のための経費である扶助費
が年々増加していることや、公共施設の老朽化対策、
便利で機能的な都市整備を進める必要があることから
支出の増加が見込まれます。
　平成30年度においては、先に制定しました『第2次
深谷市総合計画』に掲げる『元気と笑顔の生産地　ふ
かや』という将来都市像の実現を目指し、深谷の輝か
しい未来へ力強く歩みを進めてまいります。

深谷市長　小島　進

特 別 会 計
区分 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 184億4,975万円 163億9,606万円 178億7,311万円

後期高齢者医療 25億1,878万円 24億8,643万円 24億   168万円

国 済 寺 土 地
区画整理事業 6億2,712万円 5億6,739万円 5億2,775万円

岡 中 央 土 地
区画整理事業 8,124万円 8,123万円 2,337万円

市民1人当たりに換算すると 439,319円
1世帯当たりに換算すると 1,072,747円
（人口  144,071人　世帯数 59,001世帯　平成30年3月31日現在）

総額 182億9,587万円

市 債（ 借 入 金 ）

市 税 の 内 訳

会計名 残高

一般会計 313億1,058万円

土地区画整理事業特別会計 17億6,488万円

国済寺特別会計 16億9,785万円

岡中央特別会計 6,702万円

水道事業会計 104億2,823万円

下水道事業会計 197億8,950万円

合計 632億9,319万円

※数値は表示金額未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場
合があります。

企 業 会 計

公
有
財
産

土地および
建物

区分 土地 建物

行政財産 2,915,350㎡ 369,553㎡

普通財産 291,240㎡ 21,245㎡

計 3,206,590㎡ 390,798㎡

物権（地上権） 495㎡

有価証券（テレビ埼玉ほか株券） 4,355万円

出資による権利（埼玉県信用保証協会出えん金など） 98億5,169万円

債権 2億6,686万円

基金（行政振興基金など） 230億2,447万円

水道事業 （税込み）

区分 予算額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 30億2,759万円 25億7,382万円

支出 28億8,789万円 12億4,245万円

資本的
収　支

収入 5億8,580万円 3億6,159万円

支出 18億6,885万円 10億2,322万円

下水道事業 （税込み）

区分 予算額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 34億7,447万円 24億2,281万円

支出 34億9,425万円 12億8,965万円

資本的
収　支

収入 25億2,721万円 15億1,372万円

支出 33億9,034万円 23億3,080万円

　市では、まちづくりのために、市民の皆さんに納めていただいた税金や市債(市の借入金)などを財源とし、
効率的な財政運営に努めています。どのような事業にどのくらいお金が使われたかという『市の家計簿』とも
いうべき財政状況を年2回に分けてお知らせしています。
　今回は、平成29年度(平成30年3月31日現在)の財政状況をお知らせします。

市民税
79億2,984万円

固定資産税
85億5,339万円

軽自動車税
3億7,797万円

市たばこ税
9億 494万円

入湯税
166万円

都市計画税
5億2,807万円
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